
（社）雨水貯留浸透技術協会の算定式
1.浸透コネクトホール施設諸元

浸透コネクトホール本体
号数 =
内径 D1 = (mm)

壁厚 t1 = (mm)

外径 D = (mm)
直壁高 h1 = (mm)

底版高 h2 = (mm)

浸透施設施設幅 W = (mm)
横離隔 W1 = (mm)

下離隔 h3 = (mm)

設計水頭 H = (mm)
砕石空隙率 ν =

必要処理量 = m
3
/hr

2.単位浸透量の算定
1）比浸透量の算定

Kf = aH + b ここに、 Kf : 比浸透量（m
2
）

a :  -0.453W
2
+ 8.289W + 0.753 =

b :  1.458W
2
 + 1.27W + 0.362 =

H : 設計水頭（m） =

Kf = 16.162 × 2.4 + 9.459 = m
2

2）単位浸透量の算定
Q1 = C×Ko×Kf

ここに、 Q1 : 単位浸透量（m
3
/hr）

C : 各種影響係数 =
Ko : 土壌の飽和透水係数（m/hr） = m/hr

Kf : 比浸透量（m
2
） =

Q1 = 0.81 × 0.54 × 48.248 = m
3
/hr

3.単位設計処理量の算定
1）空隙貯留量の算定

Q2 = π/4・D1
2
・h1+｛W

2
・H-π/4・D

2
・（h1+h2）｝・ = m

3
/基

2）単位設計処理量の算定
Q = Q1 + Q2 = + = m

3
/hr/基

4.全体処理量の算定
施設幅 2100 mm、設計水頭 2400 mm の浸透コネクトホール1号を 1基 設置すれば、
雨水処理能力は × 1 = > m3/hr となり、必要処理量を満足する。

注）　 地盤の透水係数0.00015(m/sec） （細砂と仮定する） （雨水浸透施設技術指針（案）より）
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浸透量・貯留量設計例

浸透量・貯留量表（一例）
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雨水浸透機能に優れた組立式マンホール製品

都市開発の進展に伴い、市街地における雨水の地下への浸透量が減少し、

河川への流出量が増大するとともに市街地等で多くの浸水被害が発生しています。

このような、問題に対処するため、雨水浸透機能に優れた製品として高品質で

高性能な組立式マンホール製品「浸透コネクトホール」を開発いたしました。

浸透コネクトホール部材形状・寸法

浸透用直壁・浸透用底版寸法表

浸透コネクトホール概念図
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○ 側面及び底版部に浸透孔があり、浸透性が高まります。

○ 目づまり防止策として浸透孔にプラスチック製のフィルター（取り外し可能）を装着

します。

○ フィルターはマンホール内側から簡単に取り外して洗うことができ、繰り返し使用

できるので、メンテナンス性、コストパフォーマンスに優れ長期間ご使用頂けます。


